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iま し カヾ善

本研究は下記の3名の分担者とともにジャンプ型マルコフ過程の再帰性について考察 し

た.研究に当たっては分担者同士が何度 も討論を重ね,また,代表者や分担者が関連する

各地の研究者のもとに出張 し,資料を収集 し,研究打ち合わせや討論を重ねてきた.その

成果をロシア連邦ヴォログダにおける ｢確率モデルにおける安定問題｣という研究集会で

発表することが出来た.我々の研究の成果は研究成果の項にまとめてある.

なお,本研究班の研究組織および研究年度中の研究業績は下記の通 りである.
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山里 展
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研究代表者 :山里 量 (琉球大学理学部数理科学科)
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研究分担者 :平安名 常儀 (琉球大学理学部数理科学科)

研究分担者 :陳 春航 (琉球大学理学部数理科学科)
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研究成果の概要

(A(t)) を ドリフト項のない subordinator (非減少 1次元加法過程)と

し,r を右連続,左極限を持つ 【0,∞)から 【0,孤)への関数で r(0) = 0,

Ⅹ>0 で r(Ⅹ) >0 となるものとする.確率微分方程式

dX(t) = -㍗(Ⅹ)dt + dA(t)

で定まる確率過程 (Ⅹ(t)) を在庫過程 (storage process) という.本研究の主

目的は在庫過程が再帰的になるための必要十分条件を求め,それを多次元の場合にも拡張

することであった.必要十分の形では条件を与えられなかったが,かなり良い十分条件が

2つ得られた.研究成果は以下の通りである.(a)まづ,在庫過程に対応する半群は

(1) 1/㍗(Ⅹ) の 【1,∞)での積分が発散し, (2) レヴィ測度の全測度が有限かまた

は r が非減少であればバナッハ空間 Coで強連続であることを示した･つぎにレヴィ

測度が有限な場合に生成作用素の定義域を決定した.さらに r が非減少の場合に生成作

用素のコアを与えた.(b)また,在庫過程は正再帰的か零再帰的かまたは推移的であるか

の3つの場合に場合分けできることを示し,再帰的 (正再帰的または零再帰的)であるた

めの十分条件および推移的であるための十分条件を得た.これらの条件では r が非減少

である事は仮定していない.これら二つの条件のどちらも適用できない場合があることを

(A(t)) が安定過程で r がべき関数の場合に示した.しかし,特殊な場合 (オルンシ

ュタイン-ウーレンペック型過程になっている場合)には上記の推移的であるための十分

条件の一部だけで十分条件になっていることがわかり,それはまた必要条件にもなってい

ることも示した.


